
- 1 -

福島県農地・水・環境保全向上対策第三者委員会

第８回委員会議事録

１ 日時 平成２２年９月１７日（金）午前１０時００分～１５時４０分

（内、現地調査 １３：００～１４：２０、意見交換 １４：４０～１５：４０）

２ 場所 現地調査：南相馬市上太田地区、高地区、雫地区

意見交換：南相馬市文化センター研修室

３ 出席者（現地調査、意見交換）

①第三者委員会委員

佐藤和子、佐藤弘子、塩谷弘康、進士徹、田中亮、山川充夫

以上６名（５０音順、敬称略）

②活動組織代表

佐藤 進 上太田地域資源保全隊代表 ほか構成員２名

堀内安雄 高環境保全会会長 ほか構成員２名

松岡克雄 雫地域環境保全会代表（現地のみ）

③南相馬市

熊耳冬樹 農林水産課主査（共同担当）

高野泰彦 農林水産課主査（営農担当）

④相双農林事務所

古川吉次 農業振興普及部長 ほか

柳田敏雄 農村整備部長 ほか

⑤福島地域協議会

渡辺 強 地域協議会事務局長（県土連部長） ほか

⑥事務局

（循環型農業課）

松浦幹一郎 循環型農業課主任主査 ほか

（農村環境整備課）

猪狩英二 福島県農村環境整備課主幹 ほか

司会：猪狩英二 福島県農村環境整備課主幹
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福島県農地・水・環境保全対策第三者委員会 第８回委員会

司 会 先ほどは現地で説明ありがとうございました。ここからは、現地視察を

したうち、２つの活動組織の方々と、活動の成果や課題、今後の展開方法

などさまざまな意見交換をしていきたいと存じます。

私、福島県農村環境整備課主幹の猪狩と申します。進行役を務めさせて

いただきますのでよろしくお願いいたします。

それでは、出席者をご紹介したいと思います。

―以下、出席者紹介―

［委員］

山川充夫委員（委員長）

佐藤弘子委員（副委員長）

佐藤和子委員

塩谷弘康委員

進士徹委員

田中亮委員

［上太田地域資源保全隊］

佐藤進様（代表）

境勝明様（副代表）

堀内典子様（庶務）

［高環境保全会］

堀内安雄様（会長）

門馬信雄様（庶務）

石橋敏功様 （庶務）

［南相馬市］

熊耳冬樹 農林水産課主査（共同担当）

高野泰彦 農林水産課主査（営農担当）

［相双農林事務所］

古川吉次（農業振興普及部長）

柳田敏雄（農村整備部長）

―以上―

司 会 ここからは山川委員長に座長をお願いします。

座 長 山川でございます。一言ごあいさつ申し上げます。

（山川委員長） 私ども、午前中に、２期目ということで拝任をさせていただきました。

この第三者委員会が始まってから３年半たっております。そして、私たち

のこの３年間の活動につきまして、お手元の資料の３という１枚ものがご

ざいますけれども、こういう形でこれまでの取り組みのことについて第三

者委員会として意見書をまとめさせていただきました。

結論的に申し上げますと、私どもが当初予想していたよりもかなり高い

成果を上げてきているということでございます。その上で、この期間その
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ものはあと１年半ということでありますけれども、５つの点において意見

を出しております。

１つは、継続的な活動への支援ということであります。２つ目としては

消費者への理解促進ということで、これは先ほど現地でお話を伺っている

中でも、まだまだギャップがあるということが言われております。３点目

としては、行政の積極的な支援ということであります。これも、この間大

きな成果が出ていきているということから、さらに期待できると思います

し、国のレベルにおいても新しい形で動き始めているということの話を聞

いております。それから、４点目としては、やはり地域づくりは人づくり

であるということははっきりしており、とりわけ地域をまとめるリーダー

の存在が重要ということでありますので、こうしたことについての推進、

そして最後に、南相馬の場合にはかなり組織としての参加率が高いという

ことでありますが、全県で見ますとまだ４分の１ということでありますの

で、さらにほかの地域の参加できなかった方々にも取り組んでいただける

ような配慮という、こういう５点の意見をつけて意見書ということで出し

たわけでございます。

この後は各委員の方々から直接いろいろな質問をしていただきたいと思

いますけれども、私自身の一番の関心は、なぜ南相馬でこんなに活発に取

り組めているのかという心意気といいますか、そのあたりのところを聞か

せていただき、わかるといいなと思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。

それでは、時間も限られておりますので、各委員から、どなたからでも

結構ですので、ご質問があれば。あるいは、高環境保全会・上太田地域資

源保全隊の方々から、もし何か補足的なことがございましたらいただきた

いと思います。

では、まず委員の方々から。

進士委員 進士といいます。今日はありがとうございました。

それぞれのお二地区に質問なのですけれども、この農地・水・環境保全

向上対策に取り組む前と、今現在取り組んでいる最中だと思うのですけれ

ども、皆さんが取り組んでの、取り組む前と現在とでどこに変化があった

か、そこをお聞きしたいと思います。

座 長 では、よろしくお願いいたします。

高環境保全会 高環境保全会なのですけれども、最初はお金につられて、ではやろうか

というふうな安易な考えでやったのですけれども、いざやってみると、今

度は報告ものが、写真はこういうふうに撮りなさいとか、いろいろ、マニ

ュアルなどがいろいろ出てきて、これは大変なことだと、お役所の仕事と

全く同じだという感じでやって、５年の間だから頑張りましょうというふ

うにスタッフで確認しながらやったのが現実でございます。

今もそうなのですけれども、あまりにも報告ものが多くて、拡大するよ

うな意見書みたいなもの、先ほど委員長のほうから言われたのですけれど



- 4 -

も、なかなか拡大するのは、皆さんがその内容を聞いているものですから、

入りづらいと、あんなことはできないというふうな声が、どこの場所に行

ってもそのような声が聞こえるようです。

高環境保全会 ちょっと今の中で補足というか、ちょっと具体的に申し上げたいのは、

どこが変わったかという話がありましたので、うちのほうでは、この意見

書にもありますけれども、会を進めるのに、やはり女性の力がないと、こ

れは頑張ることもできないし、そのことによってものすごく組織が活性化

するという視点で、女性の会というものを新しくつくったのです。いわゆ

る婦人会とか若妻会とか、それぞれの組織は、活動はちょっと活発にやっ

ていないのですけれども、この事業を進めるための女性の会をつくりまし

た。110戸あるのですが、そのうち参加されたのが当初は87人でした。各家

庭１人ずつということです。

そうしたら、女性の会の活動の中で、特に家庭から出る水質の問題、あ

るいは水質、家庭排水から出る、小さな河川があるのですが、そこの河川

の汚濁の問題というようなことについてこの取り組みが行われて、女性ら

しい取り組みが活発に行われました。そのことが相乗効果で我々も元気づ

けられて、やらなければいけないというものが出てきて、余計に組織の活

性化に結びついたと。

ただいまお答えした堀内会長は２代目なのです。１代目の会長がいて今

度は２代目です。私どもも、当初から５年後はどうしようという話があり

ましたから、そのためにはやはり地域で準備、新しい人の入れ替え、継続

してやっていく体制をとるのには、やっぱり当初から５年間ずっとやるの

ではなくて、その中間年次に新しい体制でまた引き続き継続する体制を我

々組織自体もとらなければいけないだろうということで、今、大体２代目

に衣替えしました。５年過ぎたからすぐにやめるのではなくて、引き続き

やっていくという体制をとりながら進めていく。その中で特に女性の方々

の活動が活発に行われているということが大きな変化だと思います。

座 長 さらに補足はありますか。

高環境保全会 いや、ないです。今、２代目として走りだしたところなので、よろしく

お願いします。

上太田地域資 上太田のほうなのですけれども、資料２の４ページにも、４番に取り組

源保全隊 んでよかった点が載っているのですが、高地区さんでもお話ししたように、

婦人会はあるのですが女性の会がやはり新たにできました。景観形成のた

めに、やっぱり幹線道路に花を植えようということで、女性の会が主にな

って、昔から、うちのほうの老人会は長寿会というのですが、長寿会でも、

やはり花の植栽は前々からやっておりました。それを今は継続しています

が、新たにできたのが女性の会です。

それから、先ほども現地でお話しいたしましたけれども、もっともっと

ありました。メダカ会というところがビオトープの手入れをしていただい

て、希少種の動植物の管理というのをやっています。
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だから、お金につられて入ったのも事実なのですけれども、お金がある

から、日当払うからというのも確かに今あります。それを今度、終わって

からどうつなげていくかというのが今は課題です。

上太田地域資 当初、上太田でこれに取り組んだときは、ほ場整備のさなかでした。そ

源保全隊 れで、環境がどんどん変わってきて、田んぼが大きくなる、土手が大きく

なるということで、これは草刈りも大変だなということだったのですけれ

ども、環境も変わったのだからやろうかなという雰囲気はあったと思いま

す。

もともと共同作業に対しては協力的な地域だと私は思っているのですけ

れども、そんなことも手伝って、今までやらなかった環境整備もできるよ

うになった。それから、ほ場整備に一部外れた部分があるのですけれども、

そこが非耕作地ですか、遊休農地があったものですから、そちらのほうと、

環境向上、こちらのほうに重点的に取り組めたということもよかったと思

います。耕作放棄地の林地化した道路とか、そういうところをきれいに手

入れできました。

それから、環境向上についてはビオトープをつくってもらったというこ

とで、そこにメダカ会というボランティア団体が入って活動しています。

だんだん環境が整ってきますと、その周りのところは花の植栽とかそうい

うやつもやろうかということで女性の会ができて活動しています。このよ

うなことで、どんどんいい方向に向いてきていると思います。

苦労した点で、事務処理が大変だということなのですけれども、共同作

業には皆さん協力的なので、あまり苦労しなかった分だけ事務処理が大変

なことが目立ってきているのかなという気もしますが、実際に大変です。

これから先、やはり、もう来年で終わりなのですけれども、何とか継続

していただければ、やはり補助がいただけるのはありがたいことなので、

活動もしやすくなるというふうに感じています。

上太田地域資 一つは、この地区がどうしてこのように多くの地域が参加しているかと

源保全隊 いうことがあったみたいですけれども、ここの地域は大型の基盤整備事業

ですか、これが進んでいる。それに伴って、いわゆるまとまらなければこ

の事業はできないということで、一つに部落がまとまっているというとこ

ろから、地域がどんどんこの事業に取り組んできたという点が一つあると

思います。

よかった点というのは、この基盤整備事業をやって、ある程度はきれい

になっているわけです。それを、また放っておけば荒れてしまうというこ

とで、多分どの地区も、担い手育成型ですから、２人か３人の農業を営ん

でいるということなので、２人、３人で全体の草を刈る、あるいは手入れ

をするということは当然無理な気がするので、そういったところで、せっ

かくきれいにしたところを、また荒らさないようにきれいに景観を保とう

となれば、みんなでそれを守らなければならないという認識があったとい

うことが、この事業に取り組んでよかったなということです。そのために
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荒れていないと。

それから、我々の地区に太田川ということで、非常に荒れていたのです。

竹やぶ、雑木で人も通れない状況のところがいっぱいあったわけですけれ

ども、この事業と一緒に竹を伐採したり雑木を伐採して、きれいにしよう、

人が歩けるようにしようというようなことで取り組んで、そういうところ

がきれいになったということはすごくよかったのではないかと思います。

座 長 きれいになったというのが、さらに、それを維持しなければと。

上太田地域資 もちろん、今のイノシシとか鳥とかで農作物が非常に荒らされてしまう、

源保全隊 それも多少は和らいでいるということもあるので、そういう点からすれば、

農業の生産をするにはよかったのかなと。だから、今は確かにお金をもら

って草刈り作業もやっていますけれども、これはお金につられてやるので

はなくて、お金をもらわなくてもこういう事業は地区内で進んでやらなく

てはならないだろうと思います。また、多少の援助・補助政策があるから、

また次に行けるのかなという感じがするので、こういった事業は名前が変

わっても、続けていただきたいと思っています。

座 長 ありがとうございました。

佐藤(和)委員 割とこの事業は非農家の人と共同でやるということも一つの題目になっ

ているのですけれども、そのあたりの参加具合はどうですか。両地区。

高環境保全会 高地区の場合は100％です。すべて、非農家もです。昔から多珂神社とい

う神社があるのですが、神社の氏子として、皆さん非農家も含めて全員参

加されていますので、そういうふうな、宗教との関係ではありませんが、

人づくり、地域づくりが一体的になされて、ほかの地域と比べるとうちの

ほうは行政もまとまっているし、あるいはいろいろな活動も活発にされて

いますので、そういう面もあるのかなと。

いずれにしても、すべてやるのは、区長さんの仕事であれば区長さんと

一緒に、あるいは環境の問題は会長が号令をすると、大体皆さん、参加し

ないという人は誰もいません。

上太田地域資 上太田についても、高齢で動けない人が２人ばかりいますが、それ以外

源保全隊 は全部参加している形です。やはり、高地区と同じで、地区のまとめ役は、

保全隊の代表ということもあるのですけれども、一番はやはり区長なので

す。区長名で文書を出せばみんな協力してくれるという形です。

上太田地域資 大体やる場所が決まっているのです。１組から７組まであるのですけれ

源保全隊 ども、１組はここからここまで、２組はここからここまでとあるので、当

日都合が悪いと、あした都合悪いからここは刈っておくわ、というふうに

して、大体１時間だったら１時間の中で自分で前もって刈るのです。だか

ら100％ぐらいになります。

塩谷委員 先ほどのお話の中で、婦人会という既存の組織はあるけれども、２地区

とも新しく女性の会を立ち上げたというのはどうしてなのかというところ

をお聞きしたいということと、また、今の質問にありましたけれども、資

料のほうには非農業団体というものが、上太田が20団体、高環境保全会の
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ほうは13団体ということで、かなり多くの団体が入ってきているのですけ

れども、具体的にはどういった団体が入っているのかということ、この２

点についてそれぞれお願いします。

高環境保全会 農業団体というのは、高地区の場合は２団体、農事組合の１と２の２つ

の団体です。また、非農業団体が13というのは、消防団とか婦人会、若妻

会、神楽保存会とか、いろいろなグループを入れての13という意味でござ

います。みんな、あらゆる組織の何かに入ってもらっているという感じで

ございます。

上太田地域資 上太田は、農業団体は４つぐらいあります。非農業団体のほうに長寿会

源保全隊 とかそういうものも入っていますけれども、隣組が１組から７組まであり

ますし、メダカ会とか、子ども会とか、職員会とか、そういったもろもろ

をひっくるめまして、細かいものまで全部入れますと20団体ということで

ございます。

座 長 婦人会ではなくて、なぜ女性会なのでしょうか。

上太田地域― 婦人会はできているのです。だから名前を変えて。

佐藤(弘)委員 先ほど高地区のほうから出ていましたが、女性の人たちがやることによ

って、どうもみんな元気が出てやるようになったというのですけれども、

どちらの地区も女性の会にこだわって、婦人会でもだめ、子ども会のお母

さんたちでもだめ、年寄り会の人たちもだめ、女性の会としようという思

いはどんな思いだったのでしょうか。

高環境保全会 要は、ほかの団体に入ると、その団体の組織の目標があります。その目

的ではこの農地・水の環境事業を重点的にやることができませんので、水

・環境事業を専門にみんなでやろうという組織が女性会なのです。ですか

ら、高環境保全会の中の女性の会ということで、水・環境に特化して、そ

のために女性の会をつくりましたということなの。ですから、婦人会は婦

人会で社会活動がありますし、若妻は若妻でそういう会がありますけれど

も、そういうことです。

佐藤(弘)委員 関連して、先ほど言ったように、では、女性の会というように特化して

やらなければだめだ、やったほうがいいという決定をした大きな理由は。

高環境保全会 それは女性の方から出てきたのです。我々もこの事業に十分かかわりた

い、ぜひ女性の会をつくっていただけませんかということで、役員会など

いろいろな各団体の集まりの中で、幹事会というのですか、今は13団体の

代表とか、いろいろな組織が20人くらいでやる中で、女性の方から出たの

です。これは本物だなと。

上太田地域資 上太田も、１人の女性が何人かとやっていたのです。何人かで花植えを

源保全隊 しても足りないので、やっぱり代表さんにお願いして全体に声を掛けてほ

しい。やはり、婦人会でもだめ、子ども会でも老人会でも、やはり組織が

決まっているので、一応庶務のほうで文書をつくりまして、婦人会とは違

う保全会のための仕事ですよということで。そうして集まったら、女性の

会に、婦人会からも来て、老人会の人も来てと、そういうふうにして集ま
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ってきました。

佐藤(弘)委員 そうすると、特化した青年会はないのですね。これからですか。

上太田地域資 ５人か10人かいるのを引き継がせて。この女性の会というのは、年齢的

源保全隊 なものも限らないで、全員誰でも参加できるという形になるから皆さん入

ってこられます。

佐藤(弘)委員 女性の人たちは楽しそうですか。

高環境保全会 年間に、例えば50万なら50万預けるから、自分たちで好きな花を買って

やってくださいよということで、今年は菜の花を１反歩、10アールぐらい

に植えたのです。それで菜の花は菜種の実がなるわけです。それで油をつ

くりたいという話になって、それはいいよというわけで、須賀川に行って

油を締めて、今度のイベントのときに、牛乳瓶一つくらいなのですけれど

も、各家庭に無料で配布して食べてもらうという楽しみを女性の会のほう

でやったので、金はやらない、仕事はやってもらうということではなく、

どんどん自分で発想して、いろいろな草花を植えるように努力しているよ

うです。

佐藤(弘)委員 それでは頑張りますね。こき使われるのではないのですから。わかりま

した。

田中委員 ３つほど聞かせてもらいたいのですけれども、先ほども、いろいろと事

務処理、これはこの事業では出てくるのですけれども、具体的にどなたが

事務処理を、写真を撮ったり資料をまとめたり、どなたが、どういう経歴

の方がやっているかということがまず１つです。

２つ目は、耕作放棄地にいろいろと菜の花を植えているということを聞

きましたけれども、そのほかに皆様方の集落には耕作放棄地があるのかど

うか、あった場合にどうしたいのかということが２つ目です。

３つ目に、皆さん方の年齢を見ると50代以上だと思うのですけれども、

先ほど若い人と言いましたけれども、若い人の参加というのはどうですか。

非農家、農家の方でも、この事業に取り組んで一生懸命に手伝っているの

かどうか、いっぱいありましたけれども、この３つほど、それぞれ聞かせ

てもらえればと思うのですが。

上太田地域資 最初の事務処理なのですけれども、上太田はモデルから始まったのです。

源保全隊 モデルのときに代表さんと私が主にパソコンで、パソコンの事務処理は私

がやっていました。モデルのときです。モデルのときにやっていて、簡単

で何とかできたのです。それで１年目に入りましたら、さあ大変でした。

あんなにいろいろパソコンが入ると思わなかったので、役所に何度も電話

をして入力しました。細分化され過ぎているものですから、この事業はど

こに入れたほうがいいのかということと、写真を最初は撮らなかったもの

ですから少なかったので、３つ、４つの項目に同じ写真を入れてみたり、

最初はすごく苦労しました。あまりに細分化されているということで、私

はちょっと、２年間やってギブアップしました。正直、こればかりの仕事

ではないですから、自分のうちの仕事もいろいろありますし。それで、２
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年半たったときに、若い人がいたものですから、若い人にお願いして、今

はその人にパソコン処理していただいています。それも、入れるためにパ

ソコンからプリントアウトした手書き用というものがあるのです。その手

書き用のものに書いていって、今日はこことここをやって、写真があって、

払ったお金の領収書の番号はここで、日付はここでと、全部私が赤ペンで

書いて、それを見ながら事務処理できるようにと。パソコン入力よりも大

変なのですが。ただ、写真を出すのが大変みたいでした。夕べも６名で役

員会をやったのですけれども、領収書が来て、私が今度家に持ってきて、

それをパソコンで入力するために、この領収書はどこのだったか、ヒマワ

リでやったのだからヒマワリはいつのだっけ、などと見ながらやらなけれ

ばならないので、正直大変です。ボランティアです。このままで行くのだ

ったら、早く来年が終わってほしいというのが正直なところです。

上太田地域資 事務の話は今言ってもらったので、耕作放棄地ですけれども、あります。

源保全隊 今も不在地主の土地があり、これを５年のうちにどうにかしなければなら

ないと思っていたのですけれども、まだいろいろ問題があって解決できて

いません。

若い人の参加ですけれども、今の勤めている人たちは、朝は早いし夜帰

るのは遅いのです。ですから、ほとんど参加していないといってもいい状

態だと思います。草刈りの共同作業などは早朝にやる場合があるのですけ

れども、日曜日になるべくあてるようにしたりしています。そのときに参

加できる人は何人かは来てもらっているようですけれども、あまりいい状

態ではないです。

高環境保全会 事務処理なのですけれども、これは、私たちの役員は全部定年退職した

組の年金生活のメンバーなものですから、いろいろ職場でパソコンをやっ

ていたり、銀行員で電卓をやっていたり、いろいろしていた方が適材適所

で分担してやるというふうなことで進めていました。

当時は週１回役員会を開いて、いろいろ進め方を迷い、Ｑ＆Ａなどでい

ろいろ勉強しながら、ずっと２年半ぐらい、毎週、本当に細かくやって進

めていました。今は慣れてそんなに数は多くないのですけれども、役員会

は必ず月に２～３回はやっております。

それから、耕作放棄の畑なのですけれども、これはセイタカアワダチソ

ウがうちのほうでも大分出ているものですから、回覧板で回覧をさせて、

遊休農地の草刈り、セイタカアワダチソウの撲滅作戦ということで、回覧

板で全戸に伝達して刈ってもらっている状態です。今のところはみんなに

協力してもらっています。

それから、若い人なのですけれども、やはり上太田と同じく少ないです

けれども、なんでかんで日曜の朝とか、そういうふうな部分で草刈りなど

を計画しておりますから、100％出席するような形になっております。

以上です。

座 長 ありがとうございました。
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ほかに。

塩谷委員 先ほど耕作放棄地対策ということで取り組んでいるヒマワリを見せてい

ただいたのですけれども、上太田と高地区でもこのような形で耕作放棄地

にヒマワリを植えるというような取り組みをされているのか、その場合に、

どのような効果が上がっているかということをお伺いしたいのですけれど

も。

高環境保全会 ヒマワリは今年初めての部分なのですけれども、高は約１町歩、１ヘク

タールやっております。これは無償で借りるということで、返すときには

トラクターできちんとうなって返すという条件で借りております。

上太田地域資 上太田も、対策として今年やったわけなのですけれども、それは、畑を

源保全隊 つくったけれどもしけってだめだとかということで、ちょっと耕作放棄地

みたいな状況になっていますから、それではということでやって、ほかに

もそういう条件の畑があるのです。また来年そういうものを一通り対策し

ていかなければならないということが１点です。

また、今まで、３年、４年、対策してきたのですけれども、いまだに残

っている部分というのは、労力がなくて放棄した場所ではなくて、場所が

湿地帯で機械が入らない、ぬかってどうにもならない、そういうところが

今放棄地になっています。

ですから、機械で水路を掘ったりして乾燥させるというなことを今やっ

ているのですけれども、部分的には機械が入っていけないようなところで

ちょっとだめだというような場所なものですから、それを改善するのには、

この保全隊の事業だけではとても手が出せなくてなかなか解消できないと

いうことで今悩んでいるところです。そういうものをどうやったらいいの

かと思うのです。基盤整備のような事業でもない限りは、まだ面積が少な

いから、この事業、補助金をもらってやるような事業にはならないと思う

ので、その辺ちょっと悩んでいます。

高環境保全会 私どもの要望ですが、この資料３で出された中に３つくらい私らが要望

源保全隊 したいところがあったものですから、大変ありがたいご意見をいただいた

なということで感謝しております。

一つは、継続的な活動をしていくということは我々もとても大事なので

すけれども、その前に、同じ地区内にも里山とか河川があります。あるい

は国道や県道、私のほうでは常磐線の敷地も入っているものですから、そ

ういうところに先ほど言われたセイタカアワダチソウがふんだんに出てい

まして、それで大変困っています。景観上も困っていますし、病害虫の防

除対策上も困っている、いろいろな面でも困っているということで、要は

この事業はヒモつきですから、農地とか限られた場所でないと、写真を撮

って、そこで日当も出せない、事業も何もできないということなものです

から、地域の環境を考えた場合に、河川は関係ないですよ、農地だけやれ

ばいいですよ、ということで、本当に我々の地域の環境が守れるのかとい

うところをいつでも自問自答しながらやっております。でありますので、
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できれば河川とか非農用地の面についても、やはりこの事業でやることに

ついての弾力的な考え方を持ちながら、要は地球環境に結びつくような考

え方で大所高所的に弾力的にやる必要があるのではないかということが１

つです。

もう一点は地域のとらえ方です。例えば、４分の１とか３分の１の地域

全体のカバー、それは、やっぱり私は少なくても８割とか９割がこの事業

に参加をするということでないと、今と同じような考え方で、やるところ

は、太田地区も昔の太田村の４カ所がやっています。あと６カ所か７カ所

ありますが、そういうものはやっていません。すると、やるところだけ環

境をよくして、ほかのほうがやっていなければ、これはどうにもなりませ

ん。有機とかエコファーマーでも同じです。

ですから、そういうことを考えると、金額的にはもっとダウンさせても

いいのかなと。そして、我々は有償ボランティア的な考え方でこの事業に

取り組むということにすれば、今の金額で全部カバーしてもこれができる

のではないか。そうすると、もっともっと環境対策に有効な手だてができ

るのではないか。

そのためには、継続してやらなければ、５年で終わりでは環境対策にな

りませんから、やれるところは長く継続してやっていく体制、財政支援に

あまり頼らなくてもできる方法があるのではないかと思いますので、ぜひ、

事業の継続について、そのためには我々も地域で頑張って継続できるよう

な体制をとりたい。

ただ、今悩んでいるのは、この前、農家の構成員の個別調査をしたので

す。すると、10年加齢した場合に将来どうなるのだろうという話をしまし

たら、限界隣組、隣組が10年も過ぎると65歳以上の人が70％になってしま

う。それで共同作業ができるのかできないのかという大きな課題もありま

す。ですから、我々もそのときに備えて考えなければいけない部分がある

のでしょうけれども、いずれにしても、そういう課題を抱えながらも、今

言ったことで要望していきたいということです。

座 長 ３点と言われたのですが。

高環境保全会 一番下にあります取り組めなかった地域への配慮について、今、２つ申

し上げました。あとは、先ほど営農のほうの現場を見ていただきましたけ

れども、我々、この事業に取り組むときに、環境対策でありますので、共

同作業だけで環境対策に取り組むのではなく、もうちょっと営農の部分で、

減農薬とか有機に取り組むことによって、営農と共同作業との両面から環

境対策をしなければ本物にならないのではないかということで、１年目に

取り組めなかったのは、うちのほうで一集落一農場化ということで、高ラ

イスセンターという１つの組織に70％以上を集積しているのです。ですか

ら、その方々が大体カバーしてくれます。そこで土地を集めてやっている

のですが、その支援のために、我々はサポーターと委託しながらライスセ

ンターを支援していくということと、ライスセンターの諸君が営農に取り
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組める状態をつくって、減農薬などいろいろやって栽培しているというこ

と、さらには、先ほど現場で見ていただいたように、個人でも営農に参加

するという人たちがあまた多くなることによって、営農と共同の両方に取

り組むことによって、相当環境対策になるという視点から我々は取り組ん

でいます。

あと、もう一点は、そういう組織がなくなってしまうと、高農業は一集

落一農場化の要件は崩れます。そうすると、あの人たちが万歳すれば我々

もみんな万歳するしかない。そうすると、要は、そういう生産組織の方々

も継続してやっていける体制にするのには、やはりそこの支援を、こちら

のほうの事業から支援金が出るので、そういうことで彼らが継続する体制

をつくっていただくということ。さらには、食の安全と安心の面からそう

いう事業に取り組むことによって継続的に将来とも進めていくような営農

が地域全体でつくられればいいなという視点で取り組んだ経過があります。

この事業にはいろいろな大きな思いなり考え方がありますので、そこはぜ

ひサポートして事業継続をしてほしいということで、３点申し上げました。

座 長 ありがとうございました。

上太田のほうは、要望があれば。

上太田地域資 この前もお話ししたのですけれども、やはり、お金は少なくてもいいの

源保全隊 で、よその、まだ入っていない地域に声をかけてほしいということと、あ

まりにも細分化されたような仕事でないようにしてほしい。もし、似たぐ

らいだったら私らは万歳で無理ですというような、私はもう降りますとい

う話はしていたのですけれども、もう少し弾力のある作業にさせてほしい

ということと、やはり、農地とか農道とかため池とかと決められたものだ

けでなく、それ以外のところにも使えるように、要するに環境整備ができ

るようにということで、上太田が今年取り組んだのは、太田川の水をきれ

いにしましょうということで、そのプロジェクトに今年は保全隊で入って

います。水がきれいだということは、米もいいし、だんだんと海に行って

も魚にもきれいな水が行くということで、まずはきれいな環境の水という

ことに今年は上太田で取り組みました。

上太田地域資 今、大体要望が出尽くしていると思いますけれども、この事業を継続し

源保全隊 ていただくことによって、これからますますもろもろの問題が出てきたと

きに積極的に対応できる体制がすぐに組めるのかなと。ですから、ぜひと

も継続をお願いしたいと思います。

高環境保全会 一つは、この事業を通じて、当然非農家の方々との交流などほとんどな

かったわけです。それが、この事業によって非農家の方々とも交流できる

ようになって、いろいろな方とお話ができるようになり、憩いの場という

かそういうものもできてくるので、人間関係がよくなってくるような気が

します。やはり、この事業は続けていただきたいと思います。これまでは

誰だかわからなかった人が結構いますから、そういうことでは非常にいい

のかなという感じもしますので、お願いします。
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上太田地域資 やはり、上太田でも、ホタルの話もしましたし、自然観察の話もしまし

源保全隊 たけれども、上太田地区だけでなくよその地区、街からも見に来たり、交

流をやっているのです。おむすびとか、女性の会がカレーライスをつくっ

てくれたり、いろいろしているものですから、街の人との交流といいます

か、それがありました。楽しみにして見に来ています。ホタルは夜になっ

てしまうけれども、ちょっと早めから来て子どもたちにビンゴゲームなど

をさせたり、なにせ人を集めるためには何か与えないと来ないのです。口

に入れるものでもやらないと。それが、あまりにも、出してはだめだとい

うふうな制約が支出の面であるので正直困ったのです。だから、緩やかに、

緩やかにと望んでいます。

座 長 今出された要望については事務局のほうで整理をしてもらいまして、ま

た、委員会でも。

高環境保全会 もう一つだけ。資料２の８ページ、６番の本対策への要望の下から２番

目ですが、「直播・小麦の特別栽培に対する減収への金銭的ではない技術

的な援助をしてほしい」、これも、先ほど現場で見ていただいた人は個人

で有機をやっています。多少の減収はやむを得ない。そのかわり特に大き

な問題はないのですが、ここで言っているのは大規模営農、70ヘクタール

とか60ヘクタール以上やっている高ライスセンターの方々が、農薬と化学

肥料を半分以下に減らすと減収して、直播栽培とか、あるいは移植栽培に

しても、大変困っている。継続してやるには、5,000円か6,000円かの交付

金を受けてもなかなか採算が合わなくて困って、これからどうしようかな

ということで悩んでいる部分をここに記述しておきました。

要は、県の農政のほうにお願いしたいことは、やはり、エコファーマー

とかそういうことをやっても、技術的にある程度の収量が確保できるよう

な技術対策というか、そういう支援を積極的にやってほしい。そうでない

となかなか容易でないということが彼らからあった話をここに書かせてい

ただきました。

本人の努力、もちろん有限会社、農業法人ですから、頑張っていますけ

れども、なかなかそれでもやはり大規模にやると手が届かないところが出

てきて減収してしまう。雑草対策ができなくなってしまういう部分で大変

悩んでいるようです。ですから、エコファーマーが崩れてしまうと、先ほ

ど我々が言った営農で減農薬に取り組まなくては農産物の安心とか安全に

つながらない部分がある、販路の問題もある、いろいろあって容易でない

部分があるから、技術対策の支援などを中心に県のほうにぜひ対策を講じ

てほしいということで考えていますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

相双農林事務 相双農林、農業振興部の古川でございますが、確かに地域を担う大規模

所農業振興普 経営体の育成・支援は非常に大事なことだと思いますし、ここに記載があ

及部長 りますような直播ですとか、それから、小麦・大豆等の特別栽培、特に大

規模になってくると適期作業時期を逸してしまう。この時期に除草剤をま
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くとすれば少数回でいいものが、遅れて雑草防除ができなくて、それが繁

茂して収量が落ちるとか、そういったことが一番大きいのだと思います。

そうすると、特別栽培ですから、通常の半分以下の農薬だと使う剤がなく

なってしまう。最終的には特別栽培をあきらめて一般栽培になってしまう

ということになってしまう。この気象条件からどうやって組み合わせてや

るかということについては、よく経営体の皆さんと協議しながら、その辺

のところでやらせていただきたいと思います。

また、先ほどありました有機栽培についても、うちの事務所には窓口は

あるのですが、有機栽培担当は双葉普及所のほうに浜通り地域を担当する

者を県として２名配置して、そういった方に指導する体制にしております。

そのような要望をいただければそれなりの対応をしていきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。

座 長 もう１時間たちましたが、なお、これを聞かないと帰れないということ

がありましたら。

田中委員 とにかくホタルで子どもたちを呼ぶということなのですが、子どもたち

が来れば保護者も来ると。お母さん、お父さん、若いお父さんだと思うの

ですけれども、そういう人たちをある意味で引っ張り込むのも非常に大切

なのではないかと思います。ホタルのときだけではなくて、例えば、ある

意味ではサツマイモ栽培をやるとか、先ほど聞いて、あのままにしておく

のはもったいないなと実は思ったのですけれども、そこ以外のそのような

取り組みを少し、集落の人だけではなくて、なかなかこういうものにかか

われるものではないのだと思うのですけれども、そういった取り組みなど

はどうなのかなと思いました。要するに自分の集落外から連れてくる。そ

れでなかったら、子どもをだしにして若い親を、農作業をやって農地を管

理したり、集落の仲間にしていくとか、そういう取り組みというのはどう

なのでしょう。例えば、ホタルの観賞会をやっていれば、それを延長して

とか、どうなのでしょう。

上太田地域資 それは課題だと思います。やはり、子どもたちを集めるのが大変で、子

源保全隊 どもが来れば確かに親も来ますから、それは環境保全だけではなくて、こ

れからの課題だと思います。

上太田地域資 今度は秋の観賞会のときに皆さんでおにぎりをつくって食べようと考え

源保全隊 ているわけですけれども、そのほかに、今言ったように、野菜の何か栽培

などというものがあれば皆さん興味を持って来ると思うのです。水稲だけ

でも、今まで全然田んぼに入ったことがない人や子どもたちが入ってきて、

危ないから靴を履けといっても靴なんか履かないでどろんこになっている。

ああいう姿を見ると、みんな興味があるのだなということはわかります。

だから、何かほかの栽培、野菜でも何でもあれば、興味を持って参加して

くれるのではないかという感じはします。畑もいっぱいあるし、無償でお

借りして、いろいろサツマイモとかそういうものを栽培して子どもたちを

集めるというのはいいかもしれません。とにかく農業に対して興味を持っ
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てもらうというのも私は非常に大事ではないかと思っているので、そうい

うことも考えていかなければならないと思います。

高環境保全会 高でも、子どもとのかかわりはとても大事ではないかと思っているので

す。ですから、生き物調査とか、あるいは、今年は生き物だけではなく水

の問題、水質の問題をテーマにしていますので、水生植物、学芸員の方が

子どもを中心にそういう希少植物などを現場で教えていただいたり今して

います。ですから、これからはやはり、若い人の話も先ほどありましたけ

れども、子どもとのかかわりをつなげないと、あるいは、かかわりを強く

持たないと、これから何の事業をやるにも集落の維持あるいは発展ができ

ないのかなという点で、前にそういうことがあったのは、学校との連携が

できないのかという話がまだ実を結ばないのです。こういう話題も我々は

出ているのです。ですから、学校との連携なども十分とれれば、さらにそ

ういう広がりが出てくるのかなと。今のところ範囲としては生き物調査と

か、そういうものは夏休みに子どもを集めて、親子が来て、現場で教材と

か教育のために進めています。そのことも我々のこの水事業推進の一つに

したいという気持ちもありまして、取り組んでいる状態です。

座 長 ありがとうございます。

では、最後に。

塩谷委員 私も山川委員長が最初に言われた点が一番気になっていて、今回、南相

馬におじゃましたという一つの理由であると思うのですが、なぜここまで

普及したかということと、今、地区の方のお話を聞くと、逆にこれでも足

りないのだと、もっとほかの地区にも広げていく必要がある、だた、その

ときには事務処理等を含めていろいろな課題があるというお話がありまし

たので、せっかくですから、南相馬市あるいは農林事務所から、この２点、

なぜここまで普及したのか。今までのほ場整備だとか、あるいは二宮尊徳、

あるいは結いであるとか、キーワードが出てきましたけれども、どのあた

りにあるのかということと、これから広げていくにはどのあたりが鍵にな

るとお考えなのか、そのあたりのご意見をいただければと思います。

座 長 いかがでしょうか。

南相馬市農林 私、立ち上げのときからかかわっていないので詳しいことはわからない

水 産 課 主 査 のですが、事業を始めるにあたって、まず平成18年度に上太田地区さんが

（共同担当） モデル地区に選ばれて活動を開始して、具体的にどんなことをやっていく

のかということが見えやすかったのかなという気はします。あとは、小ま

めに行政区の代表を集めて地区での説明会を数度にわたって開催して、こ

の制度の周知に努めたというところにあるのかなと思います。あとは、も

ともと、太田地区もそうですけれども、高平地区等、ほかの地区が何カ所

かあるのですけれども、そういうところについても、まだ結いの精神、草

刈りのときにはみんな出てくる、別にこの制度がなくても、それなりに草

刈りと水路の土砂払いくらいはやっていたし、花植えもやっていた、そう

いう土壌があったのなかと。そういうところにこういうお話が来たので、
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先ほどちょっとありましたけれども、お金の話もありますし、そういうこ

とがきっかけになって後押しできてこれだけの広がりを見せたのかなとい

う気はしています。

もう一点、これから広げていくにあたってなのですが、組織の方もおっ

しゃっていましたが、なにせこの事業に取り組めなかった地区の人の話を

聞くと、事務処理が大変だといううわさを聞いたとか、組織としてのまと

まりがたまたまその時代になかった、声を掛けたけれども反対者が多くて

だめだったということがあります。反対者が多いのはちゃんと説得してい

くしかないとは思うのですが、あとは、事務処理が大変だという垣根をま

ず減らしていくことが必要なのかなとは思います。

座 長 ありがとうございました。

相双農林事務 今、話がありましたけれども、直接のきっかけというのは、補助金があ

所農村整備部 るのではないかと思います。つながりをつくるのはなかなか大変なのだけ

長 れども、ほ場整備という一つのネットワーク、つながりがあるとやりやす

いということだと思います。

あとは年代なのですけれども、皆さん、さっきリタイアされたといいま

したけれども、皆さんの年代というのは子どものころホタルがいっぱいい

た時代です。そういうものが今直さなければもうなくなってしまうという

思いが相当あると思います。そういう思いがあって、例えば、一つは荒れ

地があれば、一回きれいになってみると、ああ、こんなにきれいになるの

だ、せっかくきれいにしたものをまた荒らしてはいけないというようなこ

とをまた再確認するのです。そういうことが私はあるのではないかと思い

ます。

事務的なものは、皆さんから話がありましたけれども、非常に大変だと

いう話がありますので、その辺は私は何とも言えないので、そういうもの

は上のほうにつなげていきたいと思っています。

上太田地域資 一つだけ、今、我々太田地区も４カ所あるのですけれども、連携をとっ

源保全隊 ているのです。今年はテーマとして太田川河川の水質、太田川まちづくり

委員会というものが今年４月に太田地区全体でできました。それも、もと

もとのアプローチは、やはりこの事業を担当しているところからのアプロ

ーチなのです。そして、今、非農家を含めて太田地区全体で２級河川太田

川をきれいにしようという運動に取り組んだのです。ですから、そういう

意味では４つのネットワークで事業の成果とか、あるいはこれからどうし

ようとか、こういうことをテーマにしてやろうとかというものを、地域が

４つあるのですが、そのネットワークを十分とりながら我々はやっていま

すので、そういうことでまた新しい事業を進めていこうということで、そ

れは大変よかったなと思っています。

上太田地域資 補足させていただきますと、先ほどお話がありましたように、太田地区

源保全隊 というのは13の行政区があるのですけれども、４つが今、この保全隊、水

・環境に入っているのですけれども、私も太田地区のまちづくりのほうに
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入っているものですから、何を今年テーマにしようかということで、先ほ

ど上太田で太田川の河川、竹を伐採して歩けるようにしたということで、

中太田と下太田が太田川の河川にあるのですけれども、そこは全然、竹も

何も切っていないのです。もう、太田川の土手の竹がすごいのです。それ

をまちづくりで全部刈ったのです。この前伐採に行きました。それできれ

いにして、今度はウォークラリーをするようにしましょうということで、

ただ刈っただけで、竹の根っこがあるので、それを県のほうに言って、グ

レーダーか何かでやってもらうかと会長さんが県のほうにお願いに行った

と言っていました。きれいになるとずっと太田川の河川を歩くことができ

るのではないかということで、この農地・水ができたおかげで、太田川を

きれいにできて、全太田地区をだんだんときれいにしていけるのかなと。

上太田地域資 だから、今は太田地区のまちづくりも、この全体と同じように、地域のき

源保全隊 れいな景観形成からいろいろやっています。だから、これはよかったなと

思っています。

座 長 結論が出ました。

上太田地域資 広がりを持たないと、この事業の持っている意味を発揮できないという

源保全隊 ことではないでしょうか。

座 長 最後に締めで。

相双農林事務 おかげさまで皆様の取り組みによってエコファーマー、福島県は日本一

所農業振興普 の認定者数になっていますが、その中でも相双地方といわき地方が非常に

及部長 多いという形です。先に、この相馬地方がＪＡぐるみでエコファーマーに

なっていただいた、そういう下地があったのだろうと思います。その背景

には、どうしても米の価格が上がらなかった。会津の１ランク下に残念な

がら浜通りの米があり、その中で何か付加価値をつけて販売を展開しよう

という中で、エコファーマーに取り組み、特別栽培に取り組んでいらっし

ゃる。そういった形で、ここは水田経営が多いですから、そういった形の

中で、この農地・水・環境の中にも脈々と生きているのかなと。組織的な

まとまりもあるし、そういう形の中で皆さんが取り組んでこられたからこ

そ、これだけ、県全体の営農活動の７割が相双地方で占めているというこ

とは、その一端を示すものではないかと思います。

座 長 長時間にわたりましてありがとうございました。

大変私たちも現場を見せていただいて、また、今、１時間程度でありま

したけれども、非常に熱のこもったエネルギーを私たち感じることができ

たと思っています。

先ほど出されました要望は、また事務局のほうとも相談しながら、第三

者委員会としても、最終的な報告もまだありますので、そこのところに出

していければということと、国のほうも非常に効果があるということで新

しい展開を考えているということも聞いておりますので、そのあたりのと

ころ、また国は国ですけれども、県は県としてどうしていくのかというこ

とについて、皆さんのご意見を伺いながらいい環境をつくり上げていきた
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いと思います。

本日は大変お忙しいところありがとうございました。

司 会 山川議長、ありがとうございました。また、上太田、高地区の活動組織

の皆さんには、現地説明そして意見交換と、誠にありがとうございました。

以上をもちまして、福島県農地・水・環境保全向上対策第三者委員会第

８回委員会を終了したいと思います。どうもご苦労さまでした。

（以 上）


